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はじめに

　「存在の創造」とは，人間の有限性の中で，

自分自身の存在を確立するプロセスと内容を指

すタームである。人間の存在する意味は何か。

人間の行動する指針は何によるものか。人間が

行動する指針たる哲学は，どのようなもので

あったか。このような「存在の創造」を，無意

識に関する考察を基に解明してゆく。

　人間はある日突然社会の中に生まれ落ちる。

その後成長とともに，家族，地域，国，その文

化，価値観を身につけて行動する。その発達と

共に形成される価値観により人間は行動する。

人間は，行動する時に必ず選択をしている。自

分にとり，家族に取り，コニュニティに取り，

社会に取り，どの選択がよいか常に判断し，選

択をしている。漫然と生きているようだが，ど

んな小さなことでも，例えば，食事をする，外

出するなど選択をする。社会の構造的な環境の

下で，多様な選択をしている。その人間の行動

指針たる価値判断の仕組みを考察する。

　哲学は，哲学者が自身の思考の原理の中で，

打ち立てる。哲学者自身がその哲学を構築する

過程において，哲学者自身に生ずる「確信」の

作用を考察する。哲学者は自身で信じて疑わな

いレベルまで自身の哲学論を極めた時，始めて

思想として確立することが出来る。それゆえ，

その哲学者の確信の作用について考察する。

　人間の思考には，無意識の世界が意思決定に

大きな影響を与えているようである。脳科学か

らして確かに，無意識が人間を左右している（1）

のは間違いない。思考の原理を探る上で，無意

識が大きく司っているゆえ，人間の生きるため

の価値観や行動原理の解明に，現代の脳科学を

参考にして，無意識の役割に関して考察をす

る。

　人間から宇宙へ思いを馳せてみよう。人間の

思考は，意識と無意識からなる。確信は無意識

の世界に依存する（第２章参照）。無意識の世

界は，本能と結びつく（第４章参照），本能は，

動物界と繋がり，動物は，自然の中に存在する。

自然は地球の中にあり，地球は宇宙の存在に包

含され，宇宙もまた有限であるともいわれる。
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それゆえ，人間と自然とりわけ宇宙の中に存在

する人間としてその価値観を考察する。

　人間は行動指針たる価値観を身につけている

が，しかしその価値観は絶対的真理ではない。

社会に存在している人間としての価値観であ

る。その存在の価値は自己の確信に基づくもの

である。

　人間は，自らの価値観を，無意識的思考によ

り確信することにより，「存在を創造」するの

である。

Ⅰ　人間の行動指針

　人間は生きるために，自らの行動指針を持っ

ており，人間の行動指針は，人間を動かす。

　人間の行動指針たる仕組みは，人間の持つ思

考によって成り立つが，思考が産み出す行動指

針には原理があるはずである。竹田青嗣も，近

代哲学の重要なテーマが，「思考の原理」であ

ると言う。

　「そもそも，哲学のもっとも中心問題が“思

考の原理”であることは，近代哲学者たちの暗

黙の共通理解でした。デカルト，カント，フィ

ヒテ，ヘーゲル，ハイデガーなどはこのことに

自覚的で，彼らは思考の根本原理を打ちたてよ

うとしたのです。」［竹田  2004: 25］

　思考の原理は，哲学を打ち立てるために必要

不可欠であることを，近代哲学者たちは前提と

していたということである。

　近代哲学の祖であるデカルトは，懐疑に懐疑

を重ね『方法序説』に思考の根源にたどり着い

た。

　「どんな身体も無く，どんな世界も，自分の

いるどんな場所も無いとは仮想できるが，だか

らといって，自分は存在しないとは仮想できな

い」［デカルト　谷川訳  2012: 46］

　どんなことでも疑うことが出来るが，疑って

いる自分の存在は疑えないという確信である。

　デカルトの思考の原理は，懐疑主義の徹底か

ら，逆に自らの思考を基に，もうこれ以上，疑

え得ずさらに確実であると信ずるまで，突き進

んだものであった。

Ⅱ　確信の源泉

　「ワレ惟ウ，故ニワレ在り」［同 : 46］とデカ

ルトは存在を確信した。その「確信に至った時」

のデカルト自身の意識に焦点を当ててみよう。

デカルトは，その後『情念論』で精神の機能や

構造を科学的に考察している。

　そして当時の今でいう「脳科学」から，次の

ように確信を得た。

　「精神がその機能を直接にはたらかせる場所

は，この腺以外には身体全体のどこにもあり

えないと，私が確信する理由は，次の点に注

目するからである。……」［デカルト　井上訳  

2002:  165］その精神を働かせる場所を，「松果

腺」（2）［同 : 128］であると確信したのである。

　現在の「脳科学」では，松果腺が精神の根源

であるということは否定されていることだが，

デカルトは，その時代の最善最高の知識を基に

して，思考を重ねたのである。そして，思考の

かぎりを尽くし，「信じて疑わない」状態に達

したのである。

　「確信」は迷いがないという状態に到達した
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ときに生まれる。哲学は，物事を解明し全てを

明らかにしようと格闘する。もうその先に考え

られない所まで到達した時に，その時代に存在

する人間として，考えうるものを全て動員し，

全身全霊を掛けて思考を巡らし確信した時に，

初めて思想が生まれ哲学が生まれる。

　デカルトは，時代の最新の自然科学などの知

識を持って思考し，なお懐疑を重ねながら普遍

的原理を確信し，哲学を打ち立てた。デカルト

を研究した森有正も，次のように指摘する。

　「僕にとっては，デカルトは，自分の中に，

自分のみならず人間の，考えつつ生きてゆく普

遍的原理を発見し，確立した人として尊いので

ある。……かれはまた当時新しく興りつつあっ

た自然科学，特に物理学と数学とに深い関心を

もっていた。（1619年）11月10日の夜（3），かれ

は一つの霊感をあたえられた。……すべての知

識を統一する中心点を感じ，そこから一つの世

界がかれにとって再構築されてゆくことであっ

た。しかもこの新しい世界は，この現実の世界

と究極において一致するものである，という確

信である……それはかれの根本的直観と深い関

係があるもので，かれが自分の直観とそこから

出る経験のなかにのみ，自分の生を信じていた

ことを意味している。」［森  1977: 90］（4）

　森有正（5）は，デカルトを「直観とそこから出

る経験のなかにのみ，自分の生を信じていた」

人間として評価しているのである。そこにデカ

ルトの確信がある。では，確信は人間の思考の

どこで生まれるのか。

　フロイトは「思考は意識と無意識があり，意

識だけで人間は動いてはいない」という。フロ

イトは，無意識のプロセスを研究して，意識は

「心的装置の“表面”」という一つのシステムに

しかすぎないという印象に至った。意識につい

てフロイトは次のように語る。

　「われわれのすべての知識は意識に結びつい

ている。無意識も，これを意識化することに

よってしか知り得ないのである。……意識とは，

心的装置の“表面”であることはすでに指摘し

た。」［フロイト　中山訳  1996: 213］

　したがってフロイトによれば，人間を解き明

かすものは，意識ではなく無意識であるという

のである。

　ユングは，「集合的無意識があり，人間は共

通の価値観が存在する」という。意識の上の思

考だけでなく，無意識での思考も人間の行動

を律する原理があるという。確信は，「信じて

疑わない」状態であるが，それは，人間がそう

思考をするからである。しかもフロイトは，意

識だけでは人間は動いてはいないという。人間

が，自己の行動する原理に従い確信するとは，

意識上に立った思考だけで確信を得られるもの

ではない。思考するとは，意識の上だけで行っ

ているように見えるが，確信を得るだけの状態

なるためには，無意識上にある思考もそれに賛

同しなければとても達成できないはずである。

　デカルト哲学は，確信まで辿り着いたとき生

まれたのである。私は，ヘーゲルの『精神現象

学』を読んでいるときに，同じことを感じた。

　ヘーゲルも一つ一つの確信を積み上げて哲学

を構築しているのである。『精神現象学』の最

後の言葉として次のように言っている。
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　「現象する知の学である。……これは絶対

（的）精神の内化（想起）であり，刑場（ゴル

ゴダ）であり，絶対（的）精神の王座の現実，

真理，確信であるが，この王座がなければ絶対

（的）精神は生命なき孤独であろう……」［ヘー

ゲル　樫山訳  2005: 407］

　この絶対的精神の王座，即ち，現実・真理・

確信に至る精神の旅の過程で，ヘーゲルは，各

所で「確信」に触れている。

　例えば，自己意識について，ヘーゲルは「確

信を自己意識自身において真の確信」として哲

学を語っている。

　「自己意識は，この他者が空しい事を確信し

て，この空しさを自分の真理であると自分だけ

で〔自覚して，対自的に〕認め，この他者とい

う独立的な対象を空しくし，そのため，この確

信を真の確信として，つまり自己意識自身か

ら見ると，対象的な形で生じてきた確信とし

て，自分のものとする。」［同上巻 : 215］そして，

真理への道筋として，

　「このように自ら意識した否定によって，自

己意識は自己の自由の確信を自分自身で創り出

し，その経験を生み出し，こうしてそれを真理

に高める。」［同上巻 : 242］と表現をしている。

　さらに，理性について，「自己自身を確信す

る理性」［同上巻 : 269］と表現し，「理性は，

やっとまだ，全実在性であるという確信にすぎ

ないながらも，この概念においては，確信であ

り，自我であるだけで，まだほんとうは実在的

ではないと，自ら意識している。そこで理性は

この確信を真理に高め，空しい私のものを充た

すように，駆り立てられているのである。」［同

上巻 : 279］

　このように，確信した自己意識は，理性を獲

得する。さらに真理への道へ確信を深めてゆ

く。そして，理性が精神に迫る過程に入ってゆ

く。

　「つまり，理性の確信が，自分自身を対照的

な現実として求めていることを，観察が言い

表す結果になったのである。」［同上巻p391］

……「この意識は，自らが無意識的に確信して

いることを，命題として，―― 理性の概念の

うちにある命題として，言い表す。この命題

は，自己は物である，という無限判断（6）である。

―― つまり，自己自身を廃棄するような判断で

ある。」［同上巻 : 392］

　このように，自己意識は「理性の確信」が基

盤となり，真理に向かう。ここでは，確信と共

に，「無意識」という概念をヘーゲルが使って

いたことが解る。ヘーゲルは，この時代すでに

意識のみならず無意識が確信に作用しているこ

とを見抜いていた。正に人間の思考は，ヘーゲ

ルの言う「この意識は，自らが無意識的に確信

していることを，命題として」いるのである。

　ついに，理性は真理を語るようになる。

　「理性は，各人は真理を語るべきであると

語ったが，各人は真理（実）についての自分の

知見と，確信に従って，真理（実）を語るべき

である，と言うつもりであった。……各人は真

実について語るとき，真実についての，その度

毎の自分の知見と確信に従って，語るべきであ
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る，となる。」［上巻 : 476］

　精神現象学において，ヘーゲルは，自分の知

見と「確信」によって，絶対精神にたどり着い

たのである。

　確信についてはニーチェも『権力への意

志』（7）にこう記している。

　「“これこれのものはこうであると私は信ずる”

という価値評価が“真理”の本質にほかならな

い」［ニーチェ　原訳  2004: 45］

　ニーチェは，「信ずる」という「確信」の作

用が価値評価をし，それが「真理の本質」だと

いう。ここでフロイトの主張を繰り返せば，「人

間を解き明かすものは，意識ではなく無意識で

ある」とし，「人間が，自己の行動する原理に

従い確信するとは，意識上に立った思考だけで

確信を得られるものではない」とする。フロイ

ト的解釈をすると，人間ニーチェの「信ずる」

という確信の行為は，意識と無意識の全ての思

考によりもたらされるものである。

　ニーチェも，その意識の働きについて意識は

単なる伝達の手段だと次のように言い切ってい

る。

　「意識の役割。～意識の役割をとらえそこね

ないことが肝要である。すなわち，意識を発

達させたのは，私たちと外界との関係である。

……ふつうには意識自身が総体的感覚中枢であ

り最高法廷であるとみなされている。ところ

が，意識は伝達の手段にすぎず，……意識は

教導（8）のはたらきではなく，教導の一機関であ

る。」［ニーチェ　原佑訳  2004: 62］

　哲学者は，その時代の最新の科学的解明を

持って思考を巡らし常に真理を追求している。

そして，自分の思想を自己の「確信」持って打

ち建てる。「確信」は無意識の思考をも動員し

て，始めて形成され，哲学はその哲学者の「確

信」の上に成り立っている。つまり，哲学は，

哲学者の無意識の思考の上に成り立っている

「確信」まで到達して始めて成立すると言える

であろう。

　私は，哲学者の全身全霊をかけ，意識のみな

らず無意識すべてにおよぶ「確信」に基づき生

まれたこれらの思想を「確信の哲学」と呼びた

い。

Ⅲ　心と無意識

　意識と無意識の上に立つ確信により，人間は

哲学を構築するならば，意識のみならず無意識

の作用を更に考察してみる必要がある。

　デカルト哲学自体は思考と身体を完全に分離

をした中で，人間存在を確認した。前章では，

デカルトを研究した森有正は，デカルトを「直

観とそこから出る経験のなかにのみ，自分の生

を信じていた」人間として評価していることを

指摘した。この「自分の生を信じていた」とこ

ろにデカルトの確信がある。人間デカルトは，

自己の確信の上に哲学を築き上げたのである。

デカルト自身の思考をフロイト的人間分析から

すると，デカルトは意識と無意識の上に立った

思考の作用で，哲学を確信したということにな

るのである。

　デカルトは，当時の数学，科学，医学などの

先端知識を駆使して思考し，確信した。何時の

世でも哲学に対する姿勢は，知り得るだけのこ

とは知りそして真理を追求するという態度は同
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じである。ただ，その哲学的思考の中で検討さ

れる先進的科学的知識の時代的レベルの差異

が，大きくその思索に作用するのである。

　アントニオ・R・ダマシオ（9）は，その著作

『デカルトの誤り』で，次のように指摘する。

　「デカルトの誤りとはいったい何であったの

か？……デカルトは，思考を身体から完全に分

離した作用であると見ていたわけだから，まち

がいなくそれは，心，すなわち“考えるもの”

（レス・コギスタンス）と，思考しない身体，

すなわち延長と機械的部品を有するもの（レ

ス・エクステンサ）との分離を公言している。

　しかし人類の夜明けのはるか前から，人間は

人間であった。……当時のわれわれにまずあっ

たのは存在であり，思考するようになったのは

そのあとのことだ。……思考は存在の構造と作

用によって引き起こされるのだ。」［ダマシオ   

田中訳  2010: 374］

　ダマシオは，「まずあったのは存在であり，

思考するようになったのはそのあとのことだ。」

と言う。しかしデカルトが現代に生きていた

ら，現代の科学的な知識を駆使し，また別の哲

学を産んだかもしれぬ。人間デカルトは，人間

として「存在」し，人間としてその時代の知り

得るだけのことを知り，真理を意識と無意識の

上に立った思考で追求した。そして，デカルト

は，自己の哲学を確信したのである。

　ダマシオが主張する存在とは何かを考えると

き「まずあったのは存在である」という現代科

学では常識的なことも，哲学的考察については

疑義があることかも知れない。意識と無意識に

その手掛かりがないか考察してみる。

　広告規制に，サブリミナル（10）規制がある。

テレビ画面に瞬間的に，意識では認知できない

位の短時間の画像を番組に全く関連なく挿入す

る事により，商品の売り上げを飛躍的に高める

手法である。人間の意識ではなく，無意識の思

考の上に商品のイメージを植え付ける事によ

り，実際の商品購入時点での選択の意思決定

を，あたかも意識が行っているかのように，判

断して購入してしまう。つまり無意識の仕業を

活用するのである。 このような手法は，公正

な人間の意思の選択ではなく，不公正なコント

ロールだという事で，現代では禁止されてい

る。このように，人間の意思決定を司るものの

大部分が，無意識の仕業である事だという。次

に述べるのは，サブリミナル効果の実験であ

る。

　「1957年のとある夏の夜，……映画「ピクニッ

ク」が上映された。その映画の中に，観客には

全く気が付かないような非常に短い時間（3,000

分の１秒間），５秒ごとに１回ずつ，“コカコー

ラを飲め（Drink Coke）”“ポップコーンを食べ

ろ（Eat Popcorn）”というメッセージが呈示さ

れた。そして映画上映後，そのドライブイン・

シアターでの売り上げが，コカコーラについて

は18.1％，ポップコーンについては57.7％上昇

したことが報じられた。この驚くべき実験結果

に対して，人々は大いに震撼したという。この

実験は，当時サブリミナル・プロダクション・

カンパニー社のマーケッティング研究者であっ

たジェームス・ピカリーによって，45,699名の

観客を対象に，６週間にわたり行われたもので

あった。もちろん，こうした実験が行われてい

ることについて，観客は映画の前にも後にも聞
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かされなかった。」［坂元  2001: 61］

　このように，人間の思考には無意識の世界が

意思決定に大きな影響を与えている。数々の実

験検証により，坂元章は，サブリミナル効果に

ついてこう結論づけている。

　「もし，サブリミナル効果が存在するのか，

それとも，存在しないのかと問われるのであれ

ば，答えは，確かに存在するということになる。

これまでに，多くの研究がサブリミナルの効果

の存在を示しており，サブリミナル効果が全く

存在しないと論ずるのは，ほとんど不可能であ

ろう。……感情研究では，サブリミナル単純接

触効果の存在はすでに実証されていると考えら

れており，現在では，その効果がなぜ生じるの

かという生起過程の問題に関心が移っている。」

［同p171］

　確かに，無意識が人間の行動指針を左右して

いるのは，間違いないのであるであろう。

　更に，驚くことに意識は思考を司っていない

という説すらある。ベンジャミン・リベット教

授は，『マインド・タイム』で実験の結果を分

析している。リベットは，被験者に指を動かし

てもらった。実験の結果，指を動かそうとす

る意識する500ミリ秒前に，既に無意識のうち

に脳から信号が発せられていたのである。そし

て，実際に指が動く350ミリ秒前にやっと意識

の上に「指を動かせ」という指令を発したので

ある。

　ベンジャミン・リベット教授は，『マインド・

タイム』で実験の結果からこう論じている。

　「私たちの意識を伴う思考はすべて，無意識

に起動し，無意識が始まった後，最大500ミリ

秒間遅延します。つまり，私たちの意識を伴う

思考はすべて，無意識に沸き起こるのです！こ

れは，創造的で込み入った精神の動きについて

もあてはまります。このことは，こうした思考

すべてがどのようにして生ずるのかについて考

える際の，基本的な前提になるに違いありませ

ん。」［リベット　下条訳  2006: 236］

　思考にとっても，意識よりも無意識が先行す

る（11）のである。

　これを受けて，前野隆司は，受動意識仮説を

『脳はなぜ「心」を作ったか』にて発表した。

実は，人間は全てを無意識の上で思考をしてお

り，「意識は単に受動的に無意識に追従するだ

けである」という説である。

　前章で人間の確信に至るまでには，無意識の

域まで信じて疑わない状態を得なくてはならな

いとした。ここで，更に無意識こそが人間の思

考の全てであるというのである。

　前野隆司は，「無意識は私の意識にしたがっ

ているのか，それとも，意識が無意識にした

がっているのか，という問いは，天動説と地動

説の関係にそっくりだ。」［前野  2005: 93］

　一般常識からすると，「意識が無意識から影

響を受けているのである」が，実は「無意識で

の思考が意識を動かしている」という，逆転の

認識を，「心の天動説」としている。

　では，人間の思考は，意識ではなく無意識の

中で行われているというのであるとすれば，意

識は何の役割か。その問いに，前野隆司は次の
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ように答える。

　「意識は，エピソードを記憶するためにこそ

存在しているのだ」［同 : 114］とし，その記憶

の役割を分析している。「記憶には意味記憶と

エピソード記憶があり，意味記憶では断片的な

現象の記憶しかできない。人間が進化したの

は，場面的記憶すなわちエピソード記憶を獲得

したことから，より高度な思考が可能になった

である」［同 : 114］と解明している。そして，

意識については「私（意識）の中の自己意識の

成り立ちについて考えてみよう。私（意識）は，

エピソード記憶をするための必然性から，心の

中に生まれた機能なのだ」［同p116］と結論づ

けている。

　なんと，意識とは，人間の進化の過程で人間

が身に付けたものであり，思考を司っているも

のではなく，単なる場面記憶の手段であったと

いうのである。これを，前野隆司は「受動意識

仮説」と表現をしている。

　哲学者は，自己の確信の上に哲学を構築し

た。自己が確信するためには，意識を超え無意

識の領域に踏み込まなければならない。更に，

人間の行動は，意識のみならず無意識が大きく

司っているとされ，さらに現代脳科学では無意

識こそが人間の思考そのものだとの説さえある

のだ。「思考の原理」を探る上で，無意識こそ

すべてだというのである。

　ここまでの無意識の考察によって，私は次の

仮説を立てて論を進めてゆきたい。

　「人間が行う行動指針による判断は，無意識

下にある確信の域での価値観においてなされ

る」私はこれを，「確信構造」（12）と表現する。

　この「確信構造」のする判断は，単に判断に

迷いがないこととはちがう。確信しているのは

価値観を確信しているのであり，判断を確信し

ているのではない。価値観を確信していても，

現実の現象は予想どうりのことでないことがし

ばしばである。ここに迷いがでるのである。予

測の世界の判断の迷いは，「確信構造」の中で

の判断基準の確立（人間の行動指針）とは別の

次元の問題である。

　「確信構造」自体は，人間の無意識構造に根

ざしたものである。よって，確信構造の仕組み

自体に違いはあっても，「確信する判断内容」

は絶対的価値に基づくものではなく，善悪もな

いのである。ニーチェは，「絶対的価値観が崩

壊した，あるのは，関係性だけである」と言う。

「確信構造」は，その人間個人にとって絶対的

確信なのだが，「確信する判断内容」は相対的

なのである。

　無意識が根本的に人間を動かしていると考え

ると，その思考形態を称して「無意識思考シス

テム」（13）と私は表現することとする。そうする

と思考しているのは意識の下での「無意識思考

システム」であると言うことになる。とすれば，

人間の価値判断は意識が行ってはいないことに

なり，その価値判断は，実は無意識が行ってい

るということになるのである。

　無意識が行うからには，無意識の「確信構

造」がなければ，価値判断が出来ない。それは

意識にのぼる以前の価値判断だからである。そ

れゆえ，人間が自らの行動指針に従って行動す

るためには，無意識が自分自身の価値観を「確

信構造」として潜在的に持っていなければなら

ない。価値観を無意識に落とし込んで（14）いな

ければ「無意識思考システム」が機能すること
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ができない。つまり，価値観なくしては，「無

意識思考システム」が働かないこととなる。無

意識が人間のすべてだとすると，人間は価値観

なくしては，存在できない。生存はしても，存

在（15）できないのである。

　人間には，存在するための価値観が必要なの

である。

Ⅳ　人間と宇宙

　人間は，生まれ落ちた瞬間から行動してい

る。それはまず乳を吸い，危険から身を守る行

動をする。生命を維持するための本能である。

人間は本来自然界に存在している動物である。

人間は生まれた時から，欲動を持ち本能を持つ

と考えられる。

　フロイトは欲動につき次のように述べてい

る。「生物ではつねにエロスの欲動と死の欲動

が共存し，合体していると考えられる」という。

この欲動がどのようにして生ずるのか，いつか

ら人間に備わったか？フロイトは続けて言う。

　「欲動とは，生物に内在する傾向であり，以

前の状態を復元しようとするものである。この

ために歴史的に条件づけられた保守的な性格を

備えている。欲動は有機体に内在する慣性また

は弾力性の表現でもある。この両方の種類の欲

動，すなわちエロスと死の欲動は，生命が地球

に初めて発生した時から，互いに拮抗しながら

活動していたと考えることができる。」［フロイ

ト　中山訳  2011: 220］

　欲動は，生命が地球に初めて発生した時か

ら，互いに拮抗しながら活動していた。そして，

それは「生物に内在するもの」であるとフロイ

トはいう。

　生命が地球に発生した時から，「生命に内在

するもの」とは一体何であろうか。「生命に内

在するもの」であり意識化できないもの，その

一つが本能ではないだろうか。本能は，意識せ

ずに人間を突き動かす。

　後期フロイトは，無意識の解明として，『無

意識・リビドー・エディプス　コンプレック

ス・自我・エス・超自我・抑圧・抵抗』と言っ

た概念で深層心理を説明する。この中に，本能

があるのであろうか。

　本能は，意識化できないとすると，無意識に

は，「意識化することが可能なもの」と「意識

化することができないもの」二つ有るというこ

とになる。フロイトは指摘する。

　「無意識的なものには二種類あることがわ

かった ―― 潜在的であるが，意識化すること

が可能なものと，抑圧され，それ自体において

はどうしても意識化することができないもので

ある。……われわれは潜在的に無意識的なもの

を……“前意識的なもの”と呼ぶ。そして本来

の“無意識的なもの”という名称は，動力学的

な意味で無意識的に抑圧されたものに限定して

いる。」［自我論集p207］

　人間は，生まれ落ちた時から，行動指針たる

価値観を身につけて行動する。それが，無意識

の世界にあるからこそ，生まれ落ちた瞬間から

行動しているのである。「無意識的に抑圧され

たもの」その奥底に本能が潜んでいるのであろ

う。

　また，ユングは，集合的無意識は，無意識の

世界にあり，遺伝的（16）な要素があると述べて
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いる。無意識は，単なる個人が獲得し個人に帰

属するものとは別の何かが含んでいるように見

えると次のように言い表す。

　「私は，潜伏記憶ということも絶対にありえ

ないような他の例を，その多くは私の先述の

本にのせてあるが，十分に見てきたのである。

……いずれにせよ，現れ出たのは，潜伏記憶で

あろうとなかろうと，正真正銘の原始の神のイ

メージなのであり，それがひとりの現代人の無

意識の中で成長し，生き生きとした作用を展開

したのである。……それはまったく集合的な形

象であって，異教の世界に現われたその姿は昔

から知られている。……それは，遺伝的なイ

メージでなく，イメージを生み出す遺伝的な道

筋なのである。……だから私は，集合的無意識

ということを言うのである。」［ユング　松代／

渡辺訳  2003: 35］

　意識以前の承継として，無意識レベルで人間

に備わっているものが「遺伝的な道筋」なので

ある。人間には，脈々と流れている人類共通の

本能的なものがありそうである。

　遺伝については，ニューヨーク大学心理学，

発達認知神経科学のゲアリー・マーカス（17）が，

人間は，遺伝による生来の能力が有ると，次の

ように指摘する。

　「私の世代の多くにとって，ヒトの思考が脳

の産物であるということは明らかで“当たり前

でさえ”ある。マサチューセッツ工科大学の認

知科学者スティーブン・ピンカーの弁によれ

ば，“心とは脳が為すものである”。……今やた

いていの人は心の源は脳にあるという事実を受

け入れているが，脳の元になっているのは遺伝

子であるという第二の事実については，心地よ

く思わない人が多い。……心の発達には遺伝子

が重要な働きをするに違いないという示唆は新

生児の研究からも得られる。生まれてたった数

時間のうちに，新生児は表情を真似することが

でき，また見たものと聞いたことを関連づけた

り，日本語とオランダ語のリズムを聞き分けた

り，自分を見つめている人間とそうでない人間

の違いがわかるということから，あまり経験が

なくても新生児は世界を観察する用意ができて

いると思われる。……遺伝子が我々の精神生活

を左右するのは明々白々のことである。」［マー

カス　大隅訳  2010: 2］

　人間は，連綿と太古の時代から子孫を増やし

てきた。それは，遺伝子という一つの細胞の中

にある設計図から生まれたものである。生まれ

た途端に存在する人間の本能は，遺伝子の中に

あるとゲアリー・マーカスは，指摘する。人間

は動物と同じく本能を持つのである。

　ビッグバンにより宇宙が産まれたと言われ

る。銀河系と同じ星雲が宇宙に無数あるとい

う。現在では，地球から観測出来る惑星の最

後の爆発が，今まさに起ころうとしている。あ

るいはブラックホールが，光すら飲み込んでい

る。この不可思議な宇宙に存在する星の中に，

生命の可能性が十分にあり，人類と同じ生命体

が存在するかもしれない。宇宙は，広がってい

る。不思議な事にまた，宇宙はその後縮小する

ともいう。太陽の寿命は，あと26億年とも言わ

れている。その時は，当然のことながら，地球

の終末をむかえる。人類の終末はそのはるか前

のことである。
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　宇宙の中に地球があり，地球が誕生して ６ 

億年のち生命が誕生し，その後，今から600万

年から700万年前に人間が誕生した。その肉体

の中に宿るこころは宇宙とは別の存在ではない

はずである。

　人間から宇宙へ思いを馳せてみよう。人間の

思考は，意識と無意識からなる。確信は無意識

の世界に依存する。無意識の世界は，本能と結

びつく，本能は動物界と繋がり，動物は自然の

中に存在する。自然は，地球の中にあり，地球

は宇宙の存在に包含され，宇宙もまた，有限で

あるともされる。

　人間は自然であり，自然は宇宙の法則にした

がっており，人間に左右されない。人間と宇宙

は一体である。

Ⅴ　存在の創造

　ニーチェは，世界の成り立ちについて語って

いる「1063　エネルギーの恒存の原理は永遠回

帰を要請する。」［ニーチェ　原訳　2004  下巻 : 

536］ニーチェは，科学的な原理から哲学の思

考を展開する。

　「1059　１　永遠回帰の思想。……

　1059　３　この思想に耐える手段，すなわ

ち，すべての価値の価値転換。快感をおぼえる

のは，もはや確実にではなくて，不確実性。も

はや原因と結果ではなくて，不断に創造的なも

の。もはや保存の意志でなくて，権力。もは

や“すべてのものは主観的にすぎない”と謙虚

に言うのではなくて，　“これもまた私たちの作

品！―― 私たちはこのことを誇ろう！”と言う

こと。」［同下巻 : 533］

　このように，永遠回帰には，すべての価値の

価値転換が必要だと言い，すべてのものは主観

的なものであり，価値は相対的なものという。

　「“真の世界と仮象の世界”―― この対立は

私によって価値関係に還元される。……このこ

とから私たちは，“真の”世界は転変し生成す

る世界ではなく，存在する世界であるというこ

とをでっちあげてしまったのである。」［同下巻

p45］

　真の世界は，転変し生成する世界であり，関

係性の中にあると主張する。そして，世界の仕

組みをこう言い表す。

　「世界を，一定量の力として，また一定数の

力の中心として考えることが許されるとすれば 

―― このことから結論されるのは，世界は，そ

の生存の大々的なさいころ遊びをつづけながら

も，算定しうる一定数の結合関係を通過しなけ

ればならないということである。……このこと

で，絶対的に同一な諸系列の円環運動が証明さ

れているはずである。すなわち，それは，すで

に無限にしばしば反復された，また，無限にそ

の戯れをたわむれる円環運動としての世界にほ

かならない。」［同下巻p540］

と結論づけている。世界は，主観的なものであ

り，固定的な価値観でなく，転変する関係性の

中にあるという。

　そして，権力への意志の最後のくだりに入

る。

　「永遠の自己創造の，永遠の自己破壊のこの
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　「人間のライフサイクルをより広い枠組みで

理解する場合，アイデンティティは，その中の

一つの概念にすぎない。」として，「アイデン

ティティ感覚の高まりは，心理・社会的に満

足している感覚として前意識的に経験される。

……自分が重要と思う人々から期待したとうり

に承認してもらえたという内なる確信である。

……満足している状態，さらに言うと自我統合

のあらゆる側面と同じく，アイデンティティの

感覚は前意識的な側面があり，意識化すること

が可能なのである。」［エリクソン　西平・中島

訳  2012: 134］

　アイデンティティという存在価値は，人間の

発達段階で変化し形作られるが，それも前意識

という無意識のレベルでの「内なる確信」であ

る。人間の価値観は変化する，それは「内なる

確信」が変化することにより変動する。

　この変化を起こす動機は，どこに潜むかとい

うと，それも無意識での動機付けということに

なる。エリクソンも「無意識の動機」に言及す

る。

　「個々の人間の発達と成長について，また人

間の動機（特に，無意識の動機）について，こ

れまでの歴史全体と比べてみてもより多くのこ

とを学んできた。」［エリクソン　西平訳  2011; 

108］

　人間は，無意識によって動機付けられ，年齢

と共に無意識のうちにアイデンティティたる価

値観は変遷することになる。

　宇宙の法則に従う人間も，現実社会との関係

により生ずる。したがって，人間の精神は帰属

私のディオニュソス的世界，二重の情欲のこの

秘密の世界，円環の幸福のうちには目標がない

とすれば目標なく，おのれ自身へと帰る円輪が

善き意志をもたないとすれば意志のない，この

私の“善悪の彼岸” ―― …… ―― この世界は権

力への意志（18）である ―― そしてそれ以外の何

ものでもない！しかもまた君たち自身がこの権

力への意志であり ―― そしてそれ以外の何も

のでもないのである！」［同下巻p541］

　永遠の自己創造は，自分自身がその関係性の

中で，価値観を創り出す意志以外のなにもので

もない。自らが価値を創り出すのだ。その意志

をニーチェは，「権力への意志」と指摘した。

ニーチェは，この宇宙の中に存在する人間の解

明に，挑んだと言えるであろう。

　人間は，行動指針たる価値観を身につけてい

る。その価値観は，絶対的真理ではない。社会

に存在している人間としての価値観である。そ

の存在の価値は，自己の確信に基づくものであ

る。

　存在価値を確信する確立の仕方を，人間の個

人レベルでの解明をしてみる。人間は，社会の

中に産まれ落とされ，成長する。その段階に

従ってアイデンティティが創られ変化する。発

達心理学からのアプローチ手法である。エリク

ソンは，アイデンティティはその個人の固定し

たものが，確立されるのではなく，ライフサイ

クルとして，社会・環境など変化するものだと

言う。そして，それは，前意識的に経験された

り，無意識的なものもあるという。『アイデン

ティティとライフサイクル』で，次のように述

べている。
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観の相違は，無意識から構築される価値観の思

考の原理を確認し理解し納得することにより，

その違いを尊重することへの可能性が生まれて

くるだろう。思考の原理を，確信することによ

り，地球規模の共生が生まれてくるのである。

　存在を保証してくれるものは，絶対的な存在

価値があるのではない。その価値観を形づくっ

たのは，確信が作った哲学であり，人間の行動

指針を身につけた価値観を持った集団である。

自己自身の無意識的思考により生まれる確信

が，個人の存在を創造する価値観を獲得するの

であろう。

　人間は，自らの価値観を，無意識的思考の中

で確信することにより，存在を創造するのであ

る。

〔投稿受理日2012. 12. 22 ／掲載決定日2013. 1. 24〕

注
⑴　P１右（注）脳の視覚野は，左脳と右脳にそれ

ぞれある。片方の視覚野を損傷すると，眼は正常
であっても「半盲」の状態になる。その患者に失
われた視野の中のボールの位置を聞いても「何も
見えないという」しかし，その場所を「感覚でよ
いから」と敢えてお願いすると，非常に高い確率
で場所を言い当てる。これは，損傷した脳の視覚
野が原因で像を意識が出来ないのだが，網膜に
映った像を意識下の無意識中で情報処理され，そ
の場所を言い当てると考えられる。この不思議な
現象を「盲視」と呼んでいる。そのことを生理研
究所の伊佐教授は，「無意識のうちに見えている状
態が生み出されているようである。脳の活動のう
ち，意識にのぼるのは一部であり，無意識のうち
にたくさんの情報処理をしていることを示す例だ
といえます」と語っている。［水谷  2012: 54］無意
識が人間を左右している例である。

⑵　P２右（注）現在の科学では，その器官は松果
腺ではないと否定されている。

⑶　P３左（注）「11月10日，霊感にみたされて，驚
くべき学問の基礎を見出した」このとき三つの夢

する社会で価値観を共有することとなる。社会

内に存在する人間には，その精神を構成する構

造により，民族や地域共同体において，地域共

同体的無意識が存在するはずである。例えば，

日本人としての価値観を共有する「日本人の

血」とも言うべき地域共同体的無意識が存在す

るはずである。

　人間は，宙に浮いた状態で産まれて来る，そ

して，本能と密着する母親の価値観を受け継

ぎ，家族の中での行動指針を身につけ，地域共

同体の中で育ち，教育の中で思考を学び，社会

を見て批判をしながら思考を重ねてゆく。それ

も無意識に宿る行動指針を頼りに思考しなが

ら，確信的に信じるレベルの価値観を少しずつ

無意識レベルに落とし込み（19），確信としての

価値観を構成してゆく。常に，批判を重ね，疑

問を感じながら，その時点その時点での確信を

繰り返し，また変革をしながら，その時の中で，

さらにその時の状況での無意識が納得する価値

観を模索しながら，進んでゆくのである。

　人間は，自身の無意識的思考により価値観を

獲得する。地域共同体の価値観は，地域共同体

的無意識が形作る。日本人としての価値観を獲

得するのは，日本人の無意識的思考により，そ

して，国家的無意識構造である社会的ルールと

しての法律と倫理が形作られてゆく。

　存在を保証してくれるものは，絶対的な存在

価値があるのではない。本能も，地域共同体的

価値観も，国家的な無意識構造から構築される

価値観もすべて，その根は，人間の存在にある。

その人間は自然であり，人間は宇宙である。だ

とすれば，全世界の価値観は，宇宙の法則に従っ

ている。国家的価値観，如いては宗教的価値観

すら宇宙の法則の一部だとすれば，互いの価値
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⑾　P７右（注）「意識が，脳を処理するのに時間が
かかるのではなく，脳が処理した後に意識が生ま
れる」とリベットは言います。意識は無意識の結
果です。つまり，脳は，無意識もその結果生まれ
る意識も，すべての作用を司るものです。突き詰
めて言えば，脳の無意識的活動が，脳の活動の根
源的作用です。現象学的に，フッサールは，「事物
そのものは意識の現象である」といいます。であ
れば，意識の現象が，事柄の本質であるといえる
でしょう。ここで，意識は無意識の鏡にしか過ぎ
ないわけですから，事物は無意識の現象であるこ
とになります。無意識も意識も『こころ』の作用
であれば，「事物そのものは『こころ』の現象であ
る」と言い換えられます。

⑿　P８左（注）「確信構造」人間は確信構造を持っ
ている。意志としての信念・信憑性である。しか
し，意志は無意識の意志である。ただ単に，意識
しただけの意志ではない。無意識に落とし込まれ
た意志である。

⒀　P８右（注）「無意識が思考する」感覚は，次の
ような事例があります「一般に創造性というもの
は，無意識機能，精神プロセスの機能であること
がほぼ明らかになっています。問題解決のための
想像力に富んだ仮説のアイデアが，ある一定の，
無意識の潜伏期間の後に初めて意識にのぼったと
いう，偉大な科学者の報告による逸話がたくさん
あります。催かにそのうちのいくつかは，新しい
独自の解決案が生まれるまでほぼ型にはまった経
過を物語っています」（マインド・タイム）

⒁　P８右（注）「無意識に落とし込む」意識が単独
として思考できることとは，人間の自由意志にお
いてなされるということである。自由として，自
ずから（おのずから）でなく，自ら（みずから）
選択しながら行動を起こすことになる。自ら（み
ずから）思考することとは，意識が無意識から離
れ単独として思考する。つまり意識が，人間の欲
望や本能などといったエス的欲求と建前上無関係
に思考できることを意味する。しかし，意識は無
意識の鏡にしかすぎないわけであるので，意識は，
自ら（みずから）でなく，自ずから（おのずから）
の自由意志ということになる。無意識がこの状態
になるまでに確信状態になることを，「無意識に落
とし込む」と感覚的に表現した。

⒂　P９左（注）「存在」一つが，単に生存している

を見，もろもろの学問の方法的統一を感知し，か
つ，みずからひとりでその全体をきわめうるとの
自信を得た。

⑷　P３左（注）NHK欧州総局　デカルト生誕360
周年記念講演

⑸　P３左（注）明治時代の政治家森有礼の孫に当
たる。1950年フランスに留学。デカルト，パスカ
ルの研究をするが，そのままパリに留まり，1952
年東京大学を退職。パリ大学東洋語学校で日本語，
日本文化を教えた。

⑹　P４右（注）無限判断；相反する二つのものが，
媒介なしにいきなり結びつけられるような判断を
いう。

⑺　P５左（注）『権力への意志』は，本来「力への
意志」と訳すべくという解釈がある。私もその説
を支持している。

⑻　P５左（注）学問的な理念や宗教思想などに基
づいて，教えみちびくこと。

⑼　P６左（注）「アントニオ・R・ダマシオ」1944
年，ポルトガルのリスボン生まれの著名な神経学
者。リスボン大学で医学博士と理学博士の学位を
とり，その後アメリカ合衆国に移ってハーバード
大学の高名な科学者，故ノーマン・ゲシュウィン
ドの指導の下，行動心理学を研究。2005年から南
カルフォルニア大学のBrain and Creativity Institute

（脳と創造性の研究所）の所長をしている。
⑽　P６右（注）「サブリミナル subliminal」は，下
（sub）と閾（いき）（limen）を合成したものであ
り，閾下のことである。閾とは，ある知覚対象が
呈示されたときに，それを意識できるかできない
かの境をいみする。例えば，仮に，ある人は，あ
る映画刺激が20ミリ秒以上の長さで呈示されたと
きには，それを知覚したことが意識できるのに対
し，それ以下では意識できないとしよう。この場
合，この20ミリ秒が閾を導くものであり，これを
閾値と呼んでいる。閾値に達しないレベルで呈示
された刺激は，閾下刺激，あるいはサブリミナル
刺激と言われ，それに対する知覚を，閾下知覚，
あるいはサブリミナル知覚と呼んでいる。サブリ
ミナル効果とは，このサブリミナル知覚の効果を
意味し，意味されないレベルで呈示された刺激の
知覚によって生体に何らかの影響があることであ
る。（サブリミナル効果の科学－無意識の世界では
何が起こっているのか－坂元章編　学文社　p13
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ことは，自分がそれに嫌悪するからである。自分
の認めたくない。それに輪をかけ，その価値観や
性格が根ざしているものは，自分のもっとも認め
たくない欲動にも根ざす。それを，自分の「無意
識思考システム」よって意識の前に，抉り出すの
である。自分の思考の前につまり，白日の下に晒
しだすのである。

　　自分が，認めたくないほどの欲動に根ざしてい
ても，その分析をしなければならない。変化させ
る内容が認識できずに，どうしてそれを改善改良
できよう。つぶさに，分析検討するために，比較
しなければならない。そのため，自分のこころの
深層を抉り出し，さらけ出さねばならない。

　　自分自身にさらけ出された，嫌悪され否定され
るべき価値観を「無意識思考システム」を通じて

「確信構造」がまず認識して，既存の価値観の否定
が始まる。この既存価値観の否定する確信構造た
る無意識が，「新たに確信する価値観」を確信した
時，突如として無意識「確信構造」にある価値観
が入れ替わることとなる。

　　このように，ある日突然と「確信構造」の中の
行動指針たる価値観が変換されることを「無意識
への落とし込み」と表現している。
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